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1.目的 

この規則は、NKKKQAにより認証された組織（以下認証組織という）がJFS-C認証ロゴマークを使用

する条件について定める。 

 

2.FSSC22000ロゴの使用条件 

認証組織は、認証の有効期限内において、「JFSM ロゴマークデザインマニュアル」及び、次の条件に

従い、認証を受けた規格に関する説明書、宣伝用資料、封筒、名刺等の印刷物、ウェブサイト等に

JFS-C認証ロゴマークを使用することができる。 

a)NKKKQA 認証マークと併存させることも可とし、認証機関のマークの大きさと異なっていないこと。

JAB 認定シンボルは、NKKKQA が JAB より認定を受けた後、JFS-C 認証ロゴマーク、NKKKQA 認証

マークと併存させる場合のみ使用することが可能となる。詳細については、「JAB 認定シンボル使

用規則」を参照すること。 

b)製品、ラベル又は包装に JFS-C 認証ロゴマークを使用しないこと。また、認証組織の製品、プロ

セス又はサービスが認証又は許可されたような方法、及び、その他の誤解させる方法で、JFS-C 認

証ロゴマークを使用しないこと。 

c)製品、ラベル又は包装に“JFS-C 認証を取得している”、“JFS-C 認証を取得した会社で製造してい

る”旨の記載をしないこと。 

d)法令や公序良俗に反すると認められるような使用はしないこと。 

e)JFS-C認証ロゴマークは、デザインに変更（組み換え等）を加えて使用しないこと。 

f)JFS-C認証ロゴマークを縮小又は拡大して表示する場合は、清刷の縦横比を維持し、これを変更し

ないこと。 

 

3.清刷の管理 

 a)提供した清刷は適切に管理すること。 

 b)他社に清刷の複製を提供した場合、提供を受けた者に、清刷りの適切に管理するよう要求しなけ

ればならない。 
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4.JFSMロゴマークデザインマニュアル 

解像度や色調など品質の低下を招かないよう適切に清刷りを複製して使用しなければならない。

 

 

※白黒のデザイン例として、JFS-Aを用いている。 
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5.義務 

a)本使用規則を遵守するとともに、認証の趣旨に反した使用がなされないように細心の注意を払う

義務を負うものとする。また、ロゴマークの信用またはイメージを損なう恐れのある一切の行為

を行ってはならない。 

b)第三者がロゴマークの著作権やその他権利を侵害し、または侵害しようとしている事実を発見し

た場合は、直ちにJFSMに通知する義務を負う。 

c)ロゴマーク使用者は、ロゴマークの使用に関係する第三者との係争、審判または訴訟等について

対応を当法人と協議して決定するものとし、係争、審判または訴訟等に要した費用（合理的な弁

護士費用及び訴訟費用等を含む）は、ロゴマーク使用者が負担するものとする。 

d)ロゴマークの使用に関係して第三者に損害を与えた場合には、当該ロゴマーク使用者がその損害

について責任を負うものとし、NKKKQA及びJFSMは一切の損害、損失及び責任を負わないものとす

る。 

e)NKKKQA及びJFSMから要請がある場合は、ロゴマークの使用実態の報告、使用物の提出等を行うも

のとする。 

 

6.認証の一時停止・取消し時および認証範囲の縮小後の処置 

a)認証の一時停止となった認証組織は、一時停止期間中、認証を引用しているすべての広告物の使

用を中止しなければならない。 

ウェブサイトにJFS-C認証ロゴマークを使用している場合は、JFS-C認証ロゴマークは削除しなけ

ればならない。 

b)認証の取消しとなった認証組織は、認証の取消し時点以降、JFS-C認証ロゴマークを使用できな

い。また、JFS-C認証ロゴマークを使用した文書などは廃棄すること。 
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ウェブサイトにJFS-C認証ロゴマークを使用している場合は、JFS-C認証ロゴマークを削除しなけ

ればならない。 

また、当該廃棄を完了した旨の、文書を提出すること。 

 

7.違反に対する処置 

認証組織が本規定に違反した場合、NKKKQAは、警告、是正処置、JFS-C認証ロゴマークの使用禁止、

認証の取消し、違反の公表、法的措置等の適切な処置を講ずる｡ 

 

8.関連文書 

JFS-C認証ロゴマーク取扱に係る要求事項 


